
 

 

令和２年度 学校評価報告書（目標設定） 
県立海老名高等学校 

 視点 
４年間の目標 
（令和 年度策定） 

１年間の目標 
取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 
総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①身につけさせたい学
力を明確化し、「海老
名高等学校スタンダ
ード」を構築・実践す
る。 

②生涯学び続ける力の
育成を図るために「主
体的・対話的で深い
学び」の実現を柱に組
織的な授業改善を行
う。 

③「総合的な探究（学
習）の時間」の充実に
向けて、各学年の実
践を通して、探究力・
創造力の育成を図
る。 

①②新型コロナウイル
スのまん延防止に伴
う臨時休業に係る学
習支援を行い、生徒
の学習を円滑に進
める。 
本校の生徒に「身に
つけさせたい力」を
明確にし、教科を中
心にカリキュラム・マ
ネジメントに取り組
む。 
第Ⅰ期に引き続き、
第Ⅱ期の指定校事
業としての「新たな
学習評価に係る研
究」を通して、自ら
学ぶ力を育む授業
改善に組織的に取
り組む。 

③「総合的な探究（学
習）の時間」を組織
的に計画的に取り組
み、組織的な体制を
構築する。 

①②家庭学習の充実に向
け、G suite を活用した
学習支援体制を確立し
実践する。クラウド学習
支援等の ICT 教育に
ついて ICT 推進チーム
を中心に全職員で取り
組む。 
また、カリキュラム検討
委員会を中心に、新学
習指導要領に基づくカ
リキュラムを作成する。 
「新たな学習評価に係
る研究」に係る取組を
通して、よりよい指導と
評価の計画を作成し、
公開（研究）授業を行
う。 

③「総合的な探究（学習）
の時間」で探究心と課
題解決力の育成をめざ
した指導計画を作成し
実践する。効果的な職
員研修を行い、指導力
向上を図る。 

①②ICT 推進チームを中
心に G suite 等を活用
した学習支援に全職員
で取り組むことができた
か。家庭学習と連携し
た学習支援ができた
か。 
「新たな学習評価に係
る研究」で効果的な指
導と評価の計画を改善
し授業で実践できた
か。 
生徒の振り返り等を踏
まえ、昨年度に比べ、
よりよい公開（研究）授
業を実施できたか。 

②新学習指導要領にもと
づくカリキュラムを作成
できたか。 

③「総合的な探究（学習）
の時間」の指導計画を
作成し、実践できたか。 
職員研修を実施できた
か。 

①新型コロナウイルスの
まん延防止に伴う臨
時休業や分散登校、
短縮授業等への対応
を迅速かつ円滑に進
めて、生徒の学習活
動への影響を極力減
らすことに努めた。 

②「新たな学習評価に係
る研究」を通して、効
果的な指導と評価の
計画を改善し、オンラ
インによる公開研究授
業及び研究協議を実
施した。 

③カリキュラム検討委員
会を中心に、新学習
指導要領に基づくカリ
キュラムを作成した。 

③「総合的な探究の時
間」で探究心と課題解
決力の育成をめざし
た指導計画を作成し
実践した。また、学年
単位で職員研修を行
い、指導力向上を図
った。 

①「海老名高等学校スタン
ダード」の構築には至らな
かったので、来年度の課
題としたい。 

①ICT を利用した学習支
援、家庭学習と連携した
学習支援をさらに深化す
る必要がある。 

②来年度は第Ⅱ期の指定
校事業の最終年となるの
で、「新たな学習評価に
関する研究」の総括を行
い、自ら学ぶ力を育む授
業改善に組織的に取り組
む。 

②新学習指導要領に基づく
カリキュラムの更なる改善
に努める。 

③３年次の「総合的な探究
の時間」の指導計画を作
成し実践する。また、「総
合的な探究の時間」に組
織的・計画的に取り組む
ための校内体制を構築す
る。 

   

２ 
 
生徒指導・支援 

①「文武両道」を柱に
「自主・自律」の精神
を培い「規律ある学校
生活」を送り、他者と
協働し社会に貢献で
きる力を育成するため
に、特別活動の充実、
部活動の活性化を図
る。 

②生徒一人ひとりが充
実した学校生活を送
るために、組織的な教
育相談体制を構築し
実践する。 

①「自主・自律」を柱に
規律ある学校生活
に主体的に取り組む
姿勢を育成する。 
学校行事や部活動
を通して、自主的に
計画し運営する力
をはぐくむ。 
自らの健康と安全
に対する意識を向
上させる。 

②全職員で生徒一人
ひとりの理解を深め
充実した学校生活を
送れるよう組織的に
支援する。 
教育相談コーディ
ネーター、スクール
カウンセラー等と連
携し教育相談の充
実を図る。 

①基本的な生活習慣を確
立するために学年団等
で情報を共有し生徒支
援を行う。SNS の利用に
ついて学年集会や HR
活動等でチラシ・リーフ
レット等を活用し生徒の
意識の醸成を図る。 
交通安全教室・自転車
点検等を定期的に実
施する。 

②教育相談に関する職員
研修会を実施する。 
ケース会議を積極的に
行い、スクールカウンセ
ラーや外部機関と連携
し組織的に取り組む。 

①基本的な生活習慣を確
立するため学年会等を
活用し、情報を共有で
きたか。遅刻の回数が
昨年度より減少したか。 
学校行事等のアンケー
トを通して、生徒が主体
的に協力し活動するこ
とができたか。 
SNS の利用について学
年集会や HR 等で月１
回以上意識の醸成を
図る機会をもつことがで
きたか。 
交通安全についての知
識とマナーを身につけ
させることができたか。 

②教育相談に係る職員研
修を実施できたか。 
ケース会議を積極的に
行い、外部機関等と連
携し生徒支援に役立て
ることができたか。 

①新型コロナウィルス感
染拡大防止の観点か
らマスク着用の重要
性、手洗いの励行、三
密を避ける等の生徒
に対する呼びかけを
集 会 等 が 開 け な い
中、放送等で行うこと
ができた。 

①学校行事や部活動に
おいて、新型コロナウ
イルス感染症対策の
ためのガイドラインに
従って、計画を修正
し、生徒が自主的に
運営できるよう支援し
た。 

 
 
行事の中止や規模縮小

などで、例年に比べて
生徒が主体的に協力
し活動することは減少
したが、その中でもで
きることを自ら探して
種々の活動をやり遂
げた。 

様々な制約がある中、１
年生に対して人権教
育講演を行うことがで
き、他の人を思いやる
気持ち、 

理解する心の必要性を
訴えかけた。 

①学校行事や部活動にお
いて、急な対応を迫られ
る際にも、生徒が自主的
に計画できるよう引き続き
支援する。 

 
 
 
まだまだ先が見通せない中

ではあるが、先例にとらわ
れず様々な状況を想定し
て生徒の安全を第一に、
基本的生活習慣の確立
に向けて効果的な方法を
模索していく。 

交通安全や人権などについ
て高い意識を持たせるた
め、どのような機会を設け
ることが望ましいのか検討
する。 

この状況下においてモラル
のある行動を取るように生
徒への啓蒙活動を行う。 

 
 
 
 
 
②ケース会議の開催回数を

増やし、生徒の状況把握
に努め外部機関と連携し
て、きめ細やかな生徒支
援を行う。 

   



 

 視点 
４年間の目標 
（令和 年度策定） 

１年間の目標 
取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 
総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 
学年毎に自転車点検を

行う等する中で交通
安全についての知識
とマナーを身につけさ
せた。 

②スクールカウンセラー
等と連携し、必要な生
徒に対して外部機関
と連携し組織的に取り
組むことができた。 

３ 進路指導・支援 

①生徒一人ひとりの自
己実現に向けて、３年
間を見通したキャリア
教育計画を構築し、
支援体制の充実を図
る。 

②生徒の第一志望を達
成するために組織的
に取り組み、より高い
進路実現を図る。 

①生徒一人ひとりの自
己実現に向けて、３
年間の効果的なキャ
リア教育を計画し実
践する。 

②高大接続改革等の
情勢を見通して、的
確な情報収集を行
い、的確な進路指導
を行う。生徒の第一
志望を尊重した進路
実現にむけ組織的
に支援する。 

①今までの成果と課題を
検証する。３年間の段
階的で継続的なキャリ
ア教育を計画し、実践
する。 

②大学入学共通テストに
向け、生徒に的確に情
報を発信し、生徒一人
ひとりの第１志望の進路
実現にむけて、面談や
ガイダンスを活用し、組
織的に支援する。 

①３年間を見通したキャリ
ア教育計画を作成し、
実践できたか。また、生
徒の自己実現への意識
の醸成を図ることができ
たか。 

②第 3 学年の生徒の第１
志望の進路実現を
60％程度達成できた
か。 
定期的に面談やガイダ
ンスを行い、支援に役
立てられたか。 

①本年度のコロナ禍の
中、大学入学選抜制
度の大きな変更もあ
り、キャリア教育計画
についてはあまり取組
めなかったが、適宜生
徒 へ の 指 導 は 行 っ
た。 

②（調査中） 
②三者面談や二者面談

を設定し個別の支援
に役立てることができ
た。 

①学校全体で目標や課題
を共有し、指導方法など
共通認識を持ち組織的
に取り組む。 

②（調査中） 
②面談などの機会は設定し

ているが、支援の質的向
上を図るため、教員の更
なる意識向上と研修が必
要である。 

   

４ 地域等との協働 

①コミュニティ・スクール
を円滑に推進する。
学校運営協議会を柱
とし地域連携を進め
地域貢献を図り、「地
域に信頼される学校
づくり」に取り組む。 

②地域に根ざした環境
教育を推進する。 

①コミュニティ・スクー
ルを計画的に効率
的に推進する。 
生徒が地域行事や
ボランティア活動に
積極的に参加する
機会を多くし、地域
貢献を図る。 

②地域との連携を図
り、環境教育の充実
を図る。 

①地域連携部会等を活用
し地域連携を進める。 
生徒にボランティア活
動等の情報を積極的に
発信し、参加する機会
を増やす。 

②地域と連携した環境教
育の実践に向け、学校
運営協議会の熟議を行
い、実践に向け検討す
る。 

①昨年度よりボランティア
や地域行事等へ参加
する生徒が増えたか。 

②学校運営協議会を年３
回開催できたか。 
部会を開催し、地域連
携に関する熟議をし、
実践に活かすことがで
きたか。 

①コロナ禍のため、地域
行事等が中止になる
ことが多かったが、配
信による音楽祭等に
は参加するよう努力し
た。 

 
 
 
 
 
 
①今年度は新型コロナ
ウィルス感染防止の観点
から参加させることはで
きなかった。 
②同じ理由で今年度は
書面開催となったが各
位から様々な意見、提
案をいただいた。 

①ボランティアや地域行事
等へ方法等を工夫しなが
ら参加を促すよう努力す
る。 

 
 
 
 
 
 
 
①状況の推移をみながら、

まずは生徒の安全を保障
する中でできることを模索
していく。 

②提案いただいたものの中
から実現可能なことを考
えて、より良い地域等との
協働を図りたい。 

   

５ 
学校管理 
学校運営 

①安全・安心な教育環
境の実現を図る。 

②確かな防災教育の推
進と防災意識の向上
を図る。 

③教職員の働き方改革
を推進し効率的で効
果的に業務を遂行す
る。あわせて、教育者
としての自覚をもち責
任ある行動を行い、事
故・不祥事防止に取り
組む。 

①定期的な点検・補修
を行う。令和３年度
からの耐震工事を円
滑に進めるために計
画的に準備する。 

②新型コロナウイルス
にかかる様々な課題
の解決に取り組む。
生徒主体の防災教
育を推進する。 

③教職員の多忙化の
解消に向けて効率
的な業務の精選等
を推進する。 

①令和３年度からの耐震
工事に向けて事務室と
連携し組織的に取り組
む。 

②新型コロナウイルスにか
かる様々な課題の解決
に全職員で取り組み、
迅速に対応する。生徒・
職員共に学校生活が健
康で安全に送れるよう
効果的な取組を行う。 

③多忙化解消に向け効率
的な業務の精選、計画
的に遂行する。 

①耐震工事に向けて、準
備等教職員と事務室が
連携・協働し円滑に進
めることができたか。 

②新型コロナウイルスに係
る様々な課題に全職員
で取り組むことができた
か。生徒・職員が健康
に安全に過ごせる環境
づくりを行ったか。 

③業務の精選等ができた
か。 

①耐震工事に向けて、
部屋の片付けや配置
図に関して率先して
取組んだ。また、他の
教職員のサポートを
行い、事務室とも連
携・協働し円滑に進め
ることができた。 

②新型コロナウイルスに
係る課題（教室の消毒
やトイレ清掃等）に対
し、全職員で取組むこ
とができた。生徒・職
員が健康に安全に過
ごせるように努めた。 

③関連する業務を組合
せ、無駄を少なく業務
を 進 め る こ と が で き
た。 

①耐震工事に向けて、今後
生じる様々な問題に、全
職員で協力して取り組め
る雰囲気をつくる。また事
務室とも綿密に打合せを
行い業務を進める。 

②生徒・職員の健康・安全
を第一に考え、新型コロ
ナウイルスに係る様々な
課題に対しスピード感を
もって、臨機応変に取り
組む。 

③業務をさらに精査し効率
よく行うため、適材適所で
人材を配置する。 

 

   

 

 


